
 
 

平成２６・２７年度 熊本県教育委員会指定 

環境教育研究推進校 
 

研究主題 

 

感じ、考え、環境に働き掛ける実践力を身に付けた児童の育成 
～「命・人・もの」とつなぐ授業づくり～ 

 

 

 

 

 

 

                  
 

 
 
 
 
 
 
 

平成２７年１１月２６日（木） 

南阿蘇村立久木野小学校 
 
 

久木野小学校環境教育スローガン 

出しっぱなし つけっぱなし 使いすぎじゃ もったいない 

地球を守ろう 未来のために 

ぼくたち地球守り隊 

（環境キャラクター） 



 
人権教育・環境教育の視点 

●ＥＳＤカレンダーの作成と活用及びカリキュラム開発 
●環境教育を根底に据えた各教科、領域等の授業づく  
   り  
●「環境を捉える視点」と「環境教育を通して身に付け 
  させたい能力や態度」の具体的内容の理解 
●環境教育と各教科、領域等との関連、各学年の系 
  統性の精選 
●環境とつなげる体験活動の計画的実践と各教科・ 
    領域等との関連 
●体験活動の充実 

●地域人材、文化マップ「久木野っ子応援団」の再      
     検討と各教科、領域等との関連の精選 
●校内掲示、教室環境の整備 
●全校共通実践と児童会活動の活性化 
●学校版環境ＩＳＯの計画的、積極的な取組 
●地域、家庭との連携と啓発活動 
●「水俣に学ぶ肥後っ子教室」の計画的、継続的                                        
     な取組と、全校・家庭・地域等への啓発 

仮説１（授業づくりについて） 
  授業者が「環境を捉える視点」 と「環境教育 
を通して身に付けさせたい能力や態度 」 を明 
確に持ち、「命・人・もの」とをつなぐ授業づくり 
を工夫すれば、児童は、環境について感じ考
え、環境に働き掛ける実践力を身に付けるで
あろう。 

仮説２（環境づくりについて） 
  児童の思いや考えを具現化する教育環境

づくりを学校総体で工夫すれば、児童は、環
境について感じ、考え、環境に働き掛ける実
践力を身に付けるであろう。 

研究主題 
感じ、考え、環境に働き掛ける実践力を身に付けた児童の育成 

〜「命・人・もの」とつなぐ授業づくり〜 

研究構想図 

めざす児童像 
 ① 環境に主体的に関わり、感じ、考えながら授業に取り組む児童 
 ② 地域の人やもの、文化に積極的に関わりを持つ児童 
 ③ 学んだことを学校や家庭、地域において実践していく児童 
 
 
 
 

低学年 
環境とつながり、感じる
心を高め、そのすばら
しさに気付く児童 

中学年 
環境とつながり、環境と
の関わりについて考え、
理解する児童 

高学年 
環境とつなげる学習を通
して、環境を守るためにで
きることを実践する児童 

研究の具体的内容 



主題設定の理由 
 
 
 
 
 
環境教育のねらい 
 
 
 
 
 
学校における環境教育の基本的な考え方【「環境教育指導資料」（幼稚園・小学校編）より】 
 
 
 

（１） 今日的課題から 
   「生きる力」の育成 
  ① 「確かな学力」問題解決能力 
  ② 「豊かな人間性」感動する心 
  ③ 「健康・体力」たくましく生きる 

（２） 学校教育目標から 
  ① 「『生きる力』を身に付けた 
     児童の育成」の具現化 
  ②  三つの心「命・人・ものを大    
     切にする心」の継続的取組 

（３） 児童・地域の実態から 
  ① 豊かな自然に恵まれている。 
  ② 環境に触れる機会に個人差がある。 

  ③ 責任感・自主性に個人差がある。 
  ④ 村外、県外からの転入が多い。 

「環境から学ぶ」 
環境に対する見方や考え方の育成 

＜学習指導要領における環境教育：「生きる力」を育成する環境教育＞ 
    環境教育は、広範囲で多面的、総合的な内容を含んでおり、各学校段階、 
各教科等を通じた横断的・総合的な取組を必要とする。そのため学校におけ 
る環境教育は、以前から特別な教科を設けることは行わず、各教科、道徳の 
時間、特別活動、総合的な学習の時間等の中で、それぞれの特性に応じ、ま 
た、相互に関連させながら学校の教育活動全体の中で実施する。 

・環境教育等による環境保全の取組  
  の促進に関する法律（平成２３年） 
・熊本県環境教育基本指針 
・環境教育ガイドライン 
・H27県義務教育課取組の方向 
・持続可能な発展のための教育（ESD） 

「環境について学ぶ」 
環境に対する豊かな感受性の育成 

「環境のために学ぶ」 
環境に働き掛ける実践力の育成 

研究主題の捉え方 
 
 
 
 
環境教育を通して身に付けさせたい能力や態度                 環境を捉える視点 
 
 
 
 
 
 
 
ＥＳＤ【持続可能な発展のための教育（Education for Sustainable Development ）】から 

 

 

 

 

 

 

 
  【文部科学省ホームページより】 

 

【感じ、考える】 
     小学校の環境教育は、児童が周囲の
環境と関わりを持ったり、具体的な体験
をしたりすることから始まる。そこから、
環境について感じ、考えを深める基礎を
培う。 

【環境に働き掛ける実践力】 
    環境教育は目の前に存在し、現象とし

て見えるリアルな環境を対象とする。児
童が自ら責任ある行動を取り、協力して
問題を解決していく実践力を身に付ける。 

【「命・ひと・もの」とつなぐ】 
  本校の伝統として受け継がれている

「三つの心」。学校、家庭、地域など自分
たちを取り巻く人々や自然、文化などと
つなぐ授業を構築していく。 

＜環境教育を通して身に付けさせたい能力や態度＞ 
(ア) 環境を豊かに感受しようとする能力                                      【感じる力】 
(イ) 自らの生活との関係の中で問題を捉える能力と観察や実験 
   調査等の計画を立てる能力                        【計画する力】 
(ウ) 自分に必要な情報を収集したり、発信したりする能力          【伝え合う力】 
(エ）環境に興味・関心をもち、自ら関わろうとする態度          【自ら関わろう】 
(オ）相手の立場や考えを理解し、社会的な合意を形成しようする態度 
                                                    【考えを聞き合おう】 
(カ）合理性や客観性を伴った公正な判断をしようとする態度     【公正に決めよう】 
(キ）自ら進んで環境の保全に向けた実践を行おうとする態度        【やってみよう】       

＜環境を捉える視点＞ 

①生命尊重   

② 豊 か な 感 受 性   

③人と自然との共生   

④循環・有限性   

⑤保全 

  ＥＳＤとは、将来にわたって持続可能な社会を構築する担い手を育む教

育のことである。 

 本校では、ＥＳＤの視点の中で、 

 ①環境教育を中心として、②人権・生命尊重、③社会（地域・国際）の３つ

に重点をおいた。 

 環境教育年間指導計画を基盤に、３つの視点で、各教科・領域等を関連

づけたＥＳＤカレンダーを作成し、生活科・総合的な学習の時間を中心とし、

「持続可能な社会の発展のための人材育成」を目指して取り組んでいく。 



ＥＳＤカレンダーの作成

ESDカレンダーの作成により、
各教科・領域・行事等とのつな

がりが捉えやすくなった。

「感じる」「考える」「実践する」ことを中心に、身に付けさせたい能力や態度を

つなげて取り組んだ。



取
組
の
実
践
例

【
２
年
：
ど
き
ど
き

わ
く
わ
く

ま
ち
た
ん
け
ん
（
生
活
）
】

「
ま
ち
た
ん
け
ん
」
を
重
ね
る
中
で
、

少
し
ず
つ
「
久
木
野
の
い
い
な
ぁ
」
に
気

付
き
始
め
て
き
た
子
ど
も
た
ち
。

実
際
に
現
地
に
出
向
き
、
自
分
自
身
で

見
聞
き
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
良
さ
を
よ

り
強
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

【
（
エ
）
－
③
】

【
１
年
：
あ
さ
が
お

大
き
く
な
あ
れ
（
生
活
）
】

あ
さ
が
お
に
名
前
を
つ
け
て
観
察

を
続
け
た
。
「
あ
っ
く
ん
」
「
あ
さ
ち

ゃ
ん
」
と
声
を
掛
け
な
が
ら
世
話
を

し
た
。

【
（
ア
）
ー
③
】

【
２
年
：
春
の
図
か
ん
（
生
活
】

地
域
の
植
物
に
詳
し
い
Ｇ
Ｔ
と
一

緒
に
、
校
区
の
草
原
に
出
か
け
、
観

察
し
た
。
地
域
の
草
原
に
は
、
ク
ラ

ラ
や
絶
滅
危
惧
種
の
オ
オ
ル
リ
シ
ジ

ミ
が
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。

【
（
キ
）
ー
③
】

【
４
年
：
草
原
を
見
に
行
こ
う

（
総
合
的
な
学
習
の
時
間
）
】

校
区
の
草
原
に
実
際
に
出
向
き
、
野

草
や
生
き
物
の
観
察
を
し
た
。
阿
蘇
の

絶
滅
危
惧
種
で
あ
る
「
オ
オ
ル
リ
シ
ジ

ミ
」
を
発
見
し
、
動
植
物
な
ど
、
全
て

の
生
命
を
大
切

に
す
る
こ
と
と

つ
な
げ
て
考
え

た
。
【
（
ア
）
ー
③
】

【
３
年
：
あ
か
牛
を
見
に
行
こ
う

（
総
合
的
な
学
習
の
時
間
）
】

南
阿
蘇
の
特
産
品
あ
か
牛
に
つ
い
て
、

繁
殖
牛
生
産
農
家
や
肥
育
牛
生
産
牧
場
に

行
き
、
そ
の
よ
さ
や
違
い
を
見
学
を
す
る

学
習
を
進
め
た
。
あ
か
牛
に
対
す
る
人
々

の
思
い
に
ふ
れ
、
そ
の
よ
さ
を
み
ん
な
に

伝
え
よ
う
と
い
う
学
習
に
つ
な
げ
た
。

【
（
ア
）
ー
③
】

【
３
年
：
あ
か
牛
と
草
原

（
総
合
的
な
学
習
の
時
間
）
】

あ
か
牛
見
学
か
ら
、
阿
蘇
の
あ
か
牛
が

放
牧
さ
れ
て
い
る
草
原
が
減
っ
て
い
る
こ

と
を
知
っ
た
。
草
原
と
あ
か
牛
や
生
き
物

の
関
わ
り
を
現
地
へ
行
っ
て
学
ん
だ
。
牛

が
放
牧
さ
れ
て
い
る
草
原
と
そ
の
他
の
草

原
の
ち
が
い
や
草
原
の
役
割
、
草
原
を
守

る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
活
動
を
知
る
こ

と
が
で
き
た
。

【
（
ア
）
ー
③
】

【
３
年
：
い
の
ち
を
い
た
だ
く

（
道
徳
）
生
命
尊
重
】

絵
本
「
い
の
ち
を
い
た
だ
く
」
を
題
材

に
、
自
分
の
家
族
を
含
め
、
す
べ
て
の
勤

労
に
対
す
る
価
値
を
高
め
る
と
と
も
に
、

大
切
な
生
命
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を

改
め
て
考
え
た
。
ま
た
、
命
の
つ
な
が
り

を
広
く
見
つ
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

【
（
エ
）
ー
①
】

【
４
年
：
用
水
路
を
見
に
行
こ
う

（
総
合
的
な
学
習
の
時
間
）
】

地
域
の
Ｇ
Ｔ
を
招
き
、
校
区
や
地
域

を
流
れ
て
い
る
用
水
路
の
現
状
や
役
割

に
つ
い
て
、
実
際
に
用
水
路
沿
い
に
歩

き
な
が
ら
、
学
習
を
進
め
た
。

水
田
や
用
水
路
を
守
る
た
め
の
人
々

の
知
恵
や
努

力
を
知
る
こ

と
が
で
き
た
。

【
(
ア
)
ー
④
】

【
５
年
：
こ
の
子
と
と
も
に

（
道
徳
）
生
命
尊
重
】

水
俣
病
を
環
境
破
壊
の
視
点
か
ら
考

え
、
多
く
の
命
が
失
わ
れ
、
人
々
が
苦

し
ん
で
き
た
こ
と
を
捉
え
さ
せ
た
。
自

分
た
ち
の
生
活
と
つ
な
げ
、
命
の
大
切

さ
を
深
め
る

こ
と
に
つ
な

げ
た
。

【
（
カ
）
ー
①
】

【
６
年
：
緑
の
少
年
団
を

も
り
上
げ
よ
う

（
総
合
的
な
学
習
の
時
間
）
】

全
学
年
の
縦
割
り
班
活
動
で
、

花
の
苗
植
え
を
行
っ
た
。
花
だ

ん
コ
ン
ク
ー
ル
と
し
て
、
準
備
、

計
画
、
実
施
、
保
全
ま
で
の
活

動
を
６
年

生
中
心
に

進
め
た
。

【
(
イ
)
ー
③
】

【
５
年
：
水
俣
に
学
ぶ

肥
後
っ
子
教
室

（
総
合
的
な
学
習
の
時
間
）
】

①
事
前
学
習
：
６
年
生
が
「
５
年
生
に

水
俣
で
学
ん
で
ほ
し
い
こ
と
」
を
書

き
出
し
、
５
年
生
に
伝
え
た
。

②
現
地
学
習
：
「
見
る
、
聞
く
、
感
じ
る
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
現
地
で
こ
そ
体

験
で
き
る

こ
と
を
通

し
て
学
ん

だ
。

③
事
後
学
習
：
現
地
学
習
で
見
聞
き
し
、

感
じ
た
こ
と
を
中
心
に
、
６
年
生
、

先
生
達
、
保
護
者
に
伝
え
た
い
こ
と

を
壁
新
聞
に
ま
と
め
た
。

【
（
ア
）（
エ
）
ー
②
】

【
５
年
：
水
俣
に
学
ん
だ
こ
と
を

発
信
し
よ
う

（
総
合
的
な
学
習
の
時
間
）
】

学
習
発
表
会
で
は
、
環
境
汚
染
の
立

場
か
ら
、
水
俣
の
人
々
の
取
組
を
ま
と

め
、
校
内
や
保
護
者
へ
と
発
信
し
た
。

環
境
と
命
が
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を

伝
え
た
。

【
（
カ
）
ー
①
】

【
６
年
：
原
爆
の
火

（
道
徳
）
生
命
尊
重
】

な
ぜ
、
多
く
の
命
を
奪
っ
た

原
爆
の
火
が
消
さ
れ
ず
に
残
さ

れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
考
え

た
。
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
と
命
の

尊
さ
を
忘
れ
な
い
た
め
と
思
い

を
伝
え
て
い
た
。【
（
オ
）
ー
①
】

【
６
年
：
ト
ラ
イ
！
エ
コ
生
活

（
家
庭
科
）
】

不
用
品
の
活
用

に
つ
い
て
、
カ
ー

ド
で
分
別
体
験
を

す
る
こ
と
で
エ
コ

生
活
に
す
る
意
識
を
高
め
た
。

【
（
キ
）
ー
④
】

１
年
Ｅ
Ｓ
Ｄ
カ
レ
ン
ダ
ー

５
年
Ｅ
Ｓ
Ｄ
カ
レ
ン
ダ
ー

３
年
Ｅ
Ｓ
Ｄ
カ
レ
ン
ダ
ー

生
活
科
と
道
徳
の
相

互
の
関
連
を
年
間
を

通
し
て
、
計
画
的
に

進
め
て
い
っ
た
。

【
４
年
：
ご
み
の
し
ょ
り
と
利
用

（
社
会
）
】

ご
み
処
理
場
見
学
や
産
業
廃
棄
物
協

会
の
出
前
授
業
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
も

と
に
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ご
み
の
減
量
と
そ

れ
に
関
わ
る
人
々

の
取
組
に
に
つ
い

て
話
し
合
っ
た
。

【
（
ア
）
ー
④
】

Ｅ
Ｓ
Ｄ
カ
レ
ン
ダ
ー
で
各
教

科
等
と
の
つ
な
が
り
と
視
点

を
明
確
に
し
た
こ
と
で
、
授

業
の
め
あ
て
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。

【
１
年
：
わ
た
し
は
も
ん
し
ろ
ち
ょ
う

（
道
徳
）
動
植
物
愛
護
】

あ
さ
が
お
に
話
し
か
け
て
い
た
体
験

か
ら
、
も
ん
し
ろ
ち
ょ
う
に
対
す
る
声

か
け
も
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
、
気
持
ち
を

重
ね
る
こ
と
が
で
き
た
。 【（
ア
）
－
①
】

【
１
年
：
た
す
け
て

（
道
徳
）
生
命
尊
重
】

授
業
の
終
末
で
は
、
秋
の
草
花
を
教
え

て
い
た
だ
い
た
Ｇ
Ｔ
に
、
久
木
野
に
も
生
息

す
る
絶
滅
危
惧
種
で
あ
る
「
オ
オ
ル
リ
シ
ジ

ミ
」
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
命
を

大
切
に
し
な
が
ら
虫
と
仲
良
く
し
て
い
く
こ

と
を
考
え
た
。

【
（
ア
）
ー
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【ふれあい活動（全校行事）】

本校では、年間を通して地域の人とのふれあ
い活動に取り組んできた。
①運動会（５月）：３年生は敬老会の方々と一緒
に競技を行った。

②ふれあい活動（９月）：地域の高齢者と昔遊び
を通して、交流活動をした。

③年賀状（１２月）：地域の一人暮らしの方へ年
賀状を送る取組を縦割り班活動で続けてきた。

④花苗配り（２月）：事
前に自分たちで植え
付けた花苗を年賀状
を出した一人暮らし
のお年寄りの方へ届
ける活動を続けてき
た。 （４～６学年）

【環境委員会
（５、６年出前授業と委員会活動）】

難民の人に服を送るリサイクル活動に参加する
ことで、世界の難民の現状
について考える機会となっ
た。
服のリサイクル活動は保

護者にも呼びかけた。

【運営委員会（児童集会）】

わたしたちが便利なくらしをしている反面、
絶滅の危機にある動物た
ちがいることや地球で起
こっていることについて
児童集会で発表した。環
境問題に関心を持つきっ
かけになった。

【学校版環境ISOの取組】

４月の委員会年間計画作成時に、学校版環境
ＩＳＯに関して、事前に計画してある毎月の生
活目標とつなげ、各委員会で取り組むことを計
画した。それが達成できたらのぼりが上がるよ
うにすることで意識化でき、学校全体での取組
につながってきた。

保護者も世界の難民に送る服

のリサイクル活動に積極的に

協力をしていただいた。

久木野っ子応援団の方か

ら、苗の植え方や生け

方、昔遊びを教わった。

毎年、花を届け

ることを喜んで

くださった。

たくさんの生

き物がいるん

だなあ。



成果と課題

【成果】

＜仮説１に関して＞

・「環境教育を通して身に付けさせたい能力や態度」及び「環

境を捉える視点」を明確にし、「命・人・もの」とつなぐ授

業を実践したことで、図①のように、児童の環境に働き掛け

る実践力が高まったことがわかる。

・教科・領域等やこれまでの体験活動等とつなげて学習を進め

てきたことで、図②のイメージマップのように、児童自身が

「命・人・もの」がつながっていることを捉えることができ

るようになった。

・ＥＳＤの視点を明確にしたことで、各教科・領域等のつなが

りを考えた授業づくりができ、実践につなげることができる

ようになった。本校職員、児童のみならず、保護者にも環境

保全の意識が高まり、自ら関わろうとしたりする意識の高ま

りがあった。

＜仮説２に関して＞

・環境キャラクターと環境標語を児童から募集し、環境スロー

ガンを設定したことで、環境に積極的にかかわろうとする意

欲が高まった。（図③）

・児童会活動では、各委員会の計画、活動、結果までの経過を

「めざすもの」、「達成できたもの」などに分類し、わかりや

すく掲示した。児童の活動への意欲が高まり、取組が継続さ

れた。

・学校版環境ＩＳＯの取組については、継続的な実践の中に基

準値と基準年を設定したことで児童が取組による変化に気付

くことができた。また、学校だけでなく、家庭や地域でも実

践しようとする児童の意識が高まった。（図④）

【課題】

・児童の「環境をよくしよう」という意識の高まりは見られた

が、実践をさらに広げ、深めるためには、家庭や地域とのより緊密な連携が必要である。
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